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全体概要
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項番 案件名 概要

Ａ 特例申告に係るGY判定表示
特例申告控情報に添付書類提出の有無を表示し、特
例申告時に提出すべき添付書類の有無を確認可能とす
る。

Ｂ 特例申告の期限内訂正可能化
特例申告の期限内訂正に係る業務を新設し、事務効
率化を図る。

Ｃ 一括特例申告の利便性向上
「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務について、
輸入（引取）申告番号をシステムで補完し、事務効率
化を図る。



Ａ.特例申告に係るGY判定表示
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Ａ-１．案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 特例申告に係るGY判定表示

２．変更要望 特例申告控情報に添付書類提出の有無を表示し、特例申告時に提出すべき添付書類の有無を確認可
能とする。

３．次期仕様 ① 特例申告（申告等種別コード：T）及び特例委託特例申告（V）においてもGY判定処理を行い、
特例申告控等の帳票等にGY判定表示をすることで、通関手続きの業務効率化を図る。

② AEOにおいては提出不要の原産地証明書等について、現在、GY判定において要提出が出力されてい
るため、これを改善し、特例申告（T）、特例委託特例申告（V）、輸入（引取・特例）申告（J）、
特例委託輸入（引取・特例）申告（P）及び蔵出輸入（引取・特例）申告（R）において、要提
出の判定表示を出力しない機能を追加する。

③ 特例申告の期限内訂正についてもGY判定処理を行うこととする。
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現行概要

⚫ 通常の輸入申告であれば、通関関係書類を書面又は電磁的記録により提出する必要があるか否かの判定処理（以下、
「GY判定処理」という。)が行われ、帳票等に当該判定の表示（以下、「GY判定表示」という。）がされるところ、特例申告
（申告等種別コード：T）及び特例委託特例申告（V）においてはGY判定処理の対象外となっており、帳票等にGY判
定表示がされないため、税関に提出すべきものとされている書類があるか一目で判別できない。

⚫ AEOにおいては、原産地証明書及び原産品申告書等の提出に代えて保管することが認められているが、GY判定処理に原
産地証明書等の提出を不要とする判定機能がないため、提出要の判定表示がされてしまう。

Ａ-２．現行仕様

（輸入申告控の帳票イメージ） （特例申告控の帳票イメージ）

GY判定表示（審査検査
区分欄の4桁目）

GY判定表示なし
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変更概要

⚫ 特例申告（T）及び特例委託特例申告（V）においてもGY判定処理を行い、特例申告控等の帳票等にGY判定表示
をすることで、通関手続きの業務効率化を図る。

⚫ AEOにおいては提出不要の原産地証明書等について、現在、GY判定において要提出が出力されているため、これを改善し、
特例申告（T）、特例委託特例申告（V）、輸入（引取・特例）申告（J）、特例委託輸入（引取・特例）申告
（P）及び蔵出輸入（引取・特例）申告（R）において、要提出の判定表示を出力しない機能を追加する。

⚫ 特例申告の期限内訂正についてもGY判定処理を行うこととする。

Ａ-３．次期仕様

変更対象となる帳票

「審査検査区分識別」欄4桁目にGY判定表示を出力する。

レイア
ウト
枝番

名称

出力情報コード

航空 海上
再出力

（航空）
再出力

（海上）

+1 特例申告控 AADBAC
AADBBC
AADBCC

SADBAC
SADBBC
SADBCC

ARDBAC
ARDBBC
ARDBCC

SRDBAC
SRDBBC
SRDBCC

+1 特例申告納期限
延長申請（酒税・
たばこ税）控

AADCCC
AADCBC

SADCCC
SADCBC

ARDCCC
ARDCBC

SRDCCC
SRDCBC

（特例申告控の帳票イメージ）

GY判定表示（「審査検査
区分識別」欄の4桁目）
※1から3桁目はスペース

※出力項目表の桁数に変更無し(4桁のまま)



Ａ-３．次期仕様
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変更対象となる画面

（輸入申告等照会（IID）特例申告照会情報）

（輸入申告等照会（IID0W）特例申告照会情報）

レイアウト
枝番

名称
出力情報コード

航空 海上

+1 特例申告照会情報 AADBAP
AADBBP
AADBCP

SADBAP
SADBBP
SADBCP

+1 特例申告照会（輸
出入者用）情報

AAD05C SAD05C

― 輸入申告等一覧照
会情報

AAD443 SAD443

「審査検査区分識別」欄4桁目にGY判定表示を出力する。

特例申告の場合も出力対象とし、GY判定表示（「審
査検査区分識別」欄の4桁目）
※1から3桁目はスペース



Ａ-３．次期仕様
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変更対象となる管理資料

「輸入申告審査区分別一覧表（I56） 」
収集対象に特例申告を追加する（特例申告期限内訂正も対象。ただし、一括特例申告は収集対象外）。
また、特例申告についてY判定処理を行い、判定結果を出力する。

「情報名」：海上、航空、航空MF別に計上し、出力
情報名に特例申告を追加し、海上、航空、航空MFとは別に計上し、出力する。

「審査区分」：1桁目に審査区分、2桁目に検査区分を出力
特例申告の場合で通関関係書類の提出が必要な場合は2桁目に”Y”を出力する
※特例申告の場合は、1桁目の審査区分は出力しない

「区分xx」：あて先官署単位で集計した審査区分の合計件数を出力
特例申告の場合の計上先については検討中。



Ｂ.特例申告の期限内訂正可能化

8



Ｂ-１．案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 特例申告の期限内訂正可能化

２．変更要望 特例申告の期限内訂正に係る業務を新設し、事務効率化を図る。

３．次期仕様 ① 特例申告の期限内訂正について、既存業務を利用してシステムで行えるようにする。

② 期限内訂正を行うことができる申告は、特例申告（申告等種別コード：Ｔ）、輸入（引取・特例）
申告（Ｊ）、特例委託特例申告（Ｖ）、特例委託輸入（引取・特例）申告（Ｐ）及び蔵出輸
入（引取・特例）申告（Ｒ）とする。

③ 一括納付の対象となる申告（即納）を訂正する場合は、一括納付書等の出力日の前日（特定
日）まで実施可能とする。一方、一括納付の対象から外れた申告（即納）を訂正する場合は、納税
を行わない限り、特例申告期限日まで実施可能とする。

④ 特例申告納期限延長を利用する申告を訂正する場合は、特例申告期限日まで実施可能とする。
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変更概要①

⚫ 特例申告の期限内訂正について、既存業務を利用してシステムで行えるようにする。

⚫ 期限内訂正を行うことができる申告は、特例申告（申告等種別コード：Ｔ）、特例委託特例申告（Ｖ）、輸入（引取・
特例）申告（Ｊ）、特例委託輸入（引取・特例）申告（Ｐ）、蔵出輸入（引取・特例）申告（Ｒ）とする。

⚫ 期限内訂正を行うと、申告者等に新規帳票「特例申告期限内訂正控（仮）」が出力される。

⚫ 期限内訂正は、納税方式（即納、納期限延長）や納付方法（直納、MPN、リアルタイム口座振替）に関わらず実施可
能とする。

Ｂ-２．現行仕様・次期仕様

輸入申告変更
事項呼出し

IDD

輸入申告変更
事項登録

IDA01

輸入申告変更

IDE

特例申告
期限内訂正
控（仮）

当初の特例申告情報
を呼び出し

訂正したい項目
を上書きして
事項登録

訂正業務

輸入申告変更

IDE

特例申告（T）
特例委託特例申告（V）

帳票が申告者等に出力

輸入申告

IDC

輸入（引取・特例）申告等（J）
特例委託輸入（引取・特例）申告（Ｐ）
蔵出輸入（引取・特例）申告（Ｒ）

納付書等

一括納付の対象から外れた特例申告を
訂正する場合、納付方法が即納であれば
納付書が、MPNであれば納付番号通知
が出力される（次スライド参照）。

現行概要

特例申告後、特例申告書の提出期限（「特例申告期限日」という。）までに税額等の訂正を行いたい場合、システムで行うこ
とができない（マニュアル対応）。
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変更概要②

システムで期限内訂正業務を行える期間は以下のとおり。

⚫ 一括納付の対象となる申告（即納）を訂正する場合は、一括納付書等の出力日の前日（特定日）まで実施可能とする。
一方、一括納付の対象から外れた申告（即納）を訂正する場合は、納税を行わない限り、特例申告期限日まで実施可能と
する。

⚫ 特例申告納期限延長を利用する申告を訂正する場合は、特例申告期限日まで実施可能とする。

Ｂ-３．次期仕様

輸入申告変更

IDE

特定日
（20日※） 特例申告期限日

輸入申告変更

IDE

輸入申告変更

IDE

（例）特例申告（申告等種別コード：Ｔ）で即納の場合

一括納付書等

特例申告（T）

特例申告（T）

特例申告（T）

一括納付の対象となる場合、期限内訂正業務は、特
例申告受理後から一括納付書等の出力日の前日
（特定日）まで実施可能。

※関税・消費税等が即納、酒・たばこ税が特例延長
の場合も同様

：期限内訂正業務を行うことが
できる期間

期限内訂正業務が行われた場合、
当該業務による税額の増減が一括
納付書等に反映される。

✓ 一括納付の対象から外れた特例申告の場合、期
限内訂正業務は特例申告受理後から特例申告
期限日まで実施可能（ただし、納税を行った時点
で実施不可）。

✓ 期限内訂正業務実施時に、税額の増減を反映
した納付書等が出力される。

✓ 一括納付の対象から外れた特例申告でリアルタイ
ム口座振替を利用した場合、特例申告受理の時
点で口座引き落としが完了し納税済となるので、
期限内訂正業務を行うことはできない。

※UTK業務で出力日を変更している場合は7日



Ｂ-３．次期仕様
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（特例申告期限内訂正控（仮）の帳票イメージ）

スライド5による変更 帳票タイトルを「特例申告期
限内訂正控（内国消費税
等課税標準数量等申告控
兼用）」にして出力

新規追加となる帳票

名称

出力情報コード

航空 海上
再出力

（航空）
再出力

（海上）

特例申告
期限内訂正
控

AADFAC0
AADFBC0
AADFCC0

SADFAC0
SADFBC0
SADFCC0

ARDFAC0
ARDFBC0
ARDFCC0

SRDFAC0
SRDFBC0
SRDFCC0

新規追加となる画面

名称
出力情報コード

航空 海上

特例申告期限内訂正事項登
録情報（※1）

AAD6390 SAD6390

特例申告期限内訂正入力控
情報（※2）

AADFAB0
AADFBB0
AADFCB0

SADFAB0
SADFBB0
SADFCB0

通関士審査内容(特例申告期
限内訂正)情報（※3）

AADFAQ0
AADFBQ0
AADFCQ0

SADFAQ0
SADFBQ0
SADFCQ0

以下の帳票（出力情報コード）を新設する。 以下の画面（出力情報コード）を新設する。

※1 特例申告後に「輸入申告変更事項呼出し（IDD）」業務で呼出した後
に出力される出力情報コード

※3 「輸入申告変更事項登録（IDA01）」業務で期限内訂正の事項登録
を行った後、「通関士審査内容呼出し（CCB）」業務で呼出した後に出
力される出力情報コード

※2 「輸入申告変更事項登録（IDA01）」業務で期限内訂正の事項登録
を行うことで出力される出力情報コード



Ｂ-３．次期仕様

13

変更概要③

期限内訂正業務で訂正可能な項目は以下のとおり（グレーアウトしている項目は入力不可）。

（輸入申告変更事項登録（IDA01）業務 入力画面）

輸入（引取・特例）申告等（Ｊ）、特例委託輸
入（引取・特例）申告（Ｐ）又は蔵出輸入（引
取・特例）申告（Ｒ）の場合のみ、申告等種別
コード欄に「T」又は「V」を入力する運用を想定して
いる。



Ｂ-３．次期仕様
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変更概要③（続き）

（輸入申告変更事項登録（IDA01）業務 入力画面）

納付方法（直納、MPN、リアルタイ
ム口座振替）の変更が可能



Ｂ-３．次期仕様
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変更概要③（続き）

（輸入申告変更事項登録（IDA01）業務 入力画面）



Ｂ-３．次期仕様
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変更対象となる管理資料

「輸入貨物許可承認等実績データ（I52）」 ― 収集対象に特例申告期限内訂正を追加する。

前月に行われた特例申告期限内訂
正の実績を集計する。

「輸入貨物取扱実績データ（I54）」 ― 収集対象に特例申告期限内訂正を追加する。

「輸入申告審査区分別一覧表（I56） 」 ― 収集対象に特例申告期限内訂正を追加する。（イメージ図はスライド7参照）

「包括保険使用実績データ（I57）」 ― 収集対象に特例申告期限内訂正を追加する。特例申告期限内訂正用の申告等種別の
コードを追加する。(出力レイアウトに変更なし)



Ｃ.一括特例申告の利便性向上
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Ｃ-１．案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 一括特例申告の利便性向上

２．変更要望 「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務について、輸入（引取）申告番号をシステムで補完し、事
務効率化を図る。

３．次期仕様 ① 「一括特例申告事項呼出し（TKB01）」業務にて、輸入者コード等を入力をすることで、特定月の引
取申告番号を一括して呼び出し可能とする。なお、呼び出し時は、特例申告済及び一括特例申告済
の引取申告番号を除外して呼び出せるようにする予定。

② 呼び出した引取申告番号にかかる申告情報を「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務の共通部
だけでなく、繰返部にも出力可能とする。

③ 「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務における繰返部の欄数を99欄まで拡大する。なお、一
回の「一括特例申告（TKC01）」業務で全ての引取申告分、申告できなかった場合は、残りの申告
分を「一括特例申告事項呼出し（TKB01）」業務から呼び出して、繰り返し申告可能。
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Ｃ-２．現行仕様

現行概要①

現行の一括特例申告には以下の課題がある。

⚫ 「一括特例申告事項呼出し（TKB01）」業務にて、該当の引取申告番号を入力する必要がある。

⚫ 「一括特例申告事項呼出し（TKB01）」業務から呼び出した引取申告の申告情報は、「一括特例申告事項登録
（TKA01）」業務の共通部にしか出力できないため、繰返部は入力する必要がある。

⚫ 「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務の繰返部で入力可能な欄数は50欄までとなっており、件数が多い場合に対
応できない。

一括特例申告
事項呼出し

TKB01

一括特例申告
事項登録

TKA01

一括特例申告

TKC01

引取申告番号を入力する
（繰返し50回まで）

【共通部の項目】
（上段）TKB01の引取申告番号欄の繰返し１回目の引取
申告番号に係る申告情報を出力
（下段）TKB01の引取申告番号欄の繰り返し1～50回目
の引取申告番号に係る申告情報を出力

【繰返部の項目】
引取申告の繰返部の情報を入力する。事項登録後、品目番
号、原産国及び関税率等で欄統合される。

TKA01で払い出さ
れた一括特例申告
番号を入力
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現行概要②（画面遷移イメージ）

Ｃ-２．現行仕様

10005553010 10005553120

一括特例申告事項呼出し（TKB01） 一括特例申告事項登録（TKA01）共通部

引取申告番号欄１（繰返し1回目）
に入力した申告番号にかかる情報を
TKA01の共通部上段に出力。

一括特例申告事項登録（TKA01）繰返部

引取申告番号欄１～50に入力した
申告番号にかかる情報をTKA01の共
通部下段に出力。

繰返部には申告情報が出力されない
ので、手入力する必要がある。
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変更概要①

一括特例申告について、以下のとおり、利便性向上を図る。

⚫ 「一括特例申告事項呼出し（TKB01）」業務にて、輸入者コード等を入力することで、特定月の引取申告番号を一括
して呼び出し可能とする。呼び出しを行える引取申告番号は、TKB01実施者が取り扱った引取申告分のみとし、他社取
扱い分も呼び出したい場合は、TKB01の引取申告番号欄に該当の引取申告番号を入力することを想定している。なお、
呼び出し時は、特例申告済及び一括特例申告済の引取申告番号を除外して呼び出せるようにする予定。

⚫ 呼び出した引取申告番号にかかる申告情報を「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務の共通部だけでなく、繰返
部にも出力可能とする。

⚫ 「一括特例申告事項登録（TKA01）」業務における繰返部の欄数を99欄まで拡大する。なお、一回の「一括特例申
告（TKC01）」業務で全ての引取申告分、申告できなかった場合は、残りの申告分を「一括特例申告事項呼出し
（TKB01）」業務から呼び出して、繰り返し申告可能。

Ｃ-３．次期仕様

一括特例申告
事項呼出し

TKB01

一括特例申告
事項登録

TKA01

一括特例申告

TKC01

TKA01に展開する引取申
告番号を登録する。

【共通部の項目】
（上段）TKB01の引取申告番号欄の繰返し１回
目の引取申告番号に係る申告情報を出力
（下段）⇒TKB01に移植するため削除予定

【繰返部の項目】
TKB01の引取申告番号欄の繰り返し1～50回目
の引取申告番号に係る申告情報を順に出力。
事項登録後、品目番号、原産国及び関税率等で
欄統合する（現行の仕組みを踏襲）。

TKA01で払い出さ
れた一括特例申告
番号を入力

一括特例申告
事項呼出し

TKB01

輸入者コード等をキーにして、
特定月の引取申告番号を
一括して呼び出す。
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Ｃ-３．次期仕様

10005553010

10005553120

一括特例申告事項呼出し（TKB01） 一括特例申告事項登録（TKA01）共通部

変更概要②（画面遷移イメージ）

③引取申告番号欄１（繰返し1
回目）に入力した申告番号にかか
る情報をTKA01の共通部上段に
出力（現行と同様）。

TKB01に移植するため削除予定

輸入者コード等を入力して、特定月の引取申告番号を一括して呼び出す（①の項目
を入力して送信をすると、②に引取申告番号等が展開される。）。
①の入力項目は、「輸入者コード」、「あて先税関コード」、「都道府県コード」の他、「特
定月」、「特例申告か特例委託輸入申告か選択する項目」を設ける予定。

②で呼び出す引取申告番号は特例申告済及び一括特例
申告済のものは除外して呼び出す予定。呼び出し後、対
象外にしたい申告がある場合は、「対象外識別」欄にチェッ
クを入れて送信する。
また、引取申告番号を手入力することも可能。他社が取

り扱った引取申告分も合わせて一括特例申告を行いたい
場合は、該当の引取申告番号を手入力することを想定。

①

②

③

XXXXX

XXXXX

XXXX/XX/XX

XXXX/XX/XX 2

1
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Ｃ-３．次期仕様

引取申告番号：10005553010の欄情報

引取申告番号：10005553120の欄情報

TKB01で入力した引取申告番号にかかる申告（繰返部）の情報

一括特例申告事項登録（TKA01）繰返部

・TKB01の引取申告番号から、該当の引取申告にかかる繰返部の情報を出力する。
上限欄数（99欄）を超えた場合は、エラーまたは注意喚起メッセージを出力する。

・繰返部への出力は、引取申告の事項登録で欄統合（※）する前の情報を出力。
※引取申告事項登録時に、品目コードと原産地コードで欄統合している。

変更概要②（画面遷移イメージ）（続き）

引取申告時の情報と紐づけるために、各欄に「引
取申告番号」及び「引取申告欄番号」を出力項目
として追加する予定。


